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3．結　果　4頁右段3行ll

誤：y＝O．966x（相関係数r＝O．974）となった（図3）．

lE：y＝1．008x（相関係数r＝0．974）となった（図3）．

4．考　察　5頁右段ll行Ll

誤：y＝0．966x（x，　ICP－Ms測定値；y、　ETAAS測定値；相

　　関係数，r＝0．974）

正：y＝1．008x（x，　ICP－MS測定値；y，　ETAAS測定値；相

　　関イ系数，　r＝O．974）

利益相反自己申告　申告すべきものなし
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　我々の短報レの，2種類の空気中インジウム濃度測定

法の関連を示した回帰直線の傾きについて，図3と本文

中の記述に蹴蠕があるとの原田先生のご指摘2｝に，心よ

り感謝申しLげます

　ご指摘を踏まえて確認しましたところ，本文中のlul帰

直線の傾きの記載に誤りがあり，iElしい回帰式はy＝

1．008xでした．なお，図3および相関係数には誤りはあ

りませんでした．投稿の際の確認が不卜分であったこと

を深くお詫び申し上げ，以ドのとおり訂正いたします．
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